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前回 におい ては， テトロンミシ ン糸 の縫製時 におけ る

「糸切れ」 の原因究明 と，可縫性 を高 める一つ の対策 と

し て，糸 に「 カチオン糸帯電防止剤」による加工 を施し，

効を奏し たこ とについ て報 告し たが，そ の実際化 がお く

れてい るた め，今回は,容易に実施 され得 る方法 として，

他の系統の帯電防止剤 と潤滑剤 とを用い，そ の効果 につ

い て検 べた。

テト ロン ミシン糸（ フィラメント糸・No.  50）･テ トロ

ンギ ャバジン ＤＢＸ１の11 ・ 14番 の化繊用 ミシ ン針・工

業用本縫 ミシ ン・潤滑剤（35  ～120  c.p. ）･帯電防 止 剤

（エ ーテル型特殊非イオ ン活性剤・燐酸エ ステル型 アニ

オン活性剤・イミダソリン型両性活性剤）等を用い て，

処理糸 の比抵抗・動まさつ係数・可縫性 などについ て比

較検討 を行 なった。

その結果，潤滑剤のみを縫糸に塗布し た場合，動 まさ

つ係数は粘度35 ～45  c.p.のものは原糸の場合 よりも小

であるが，比抵抗値は，粘度 に関係 なく大で ある。し か

し，糸 の可縫性は，粘度 と深い 関係 をもち,  50c.p. 以上

の場合は逆効果を示した。糸を予 め帯電防止剤 で処理し

て,   35～45 c.p. の潤滑剤を塗布し て用いれば， 糸 の可

縫性は高 められ る。こ の場合，針 の番手 は14 番 の 方 が

好成績を示し た。ま た，こ の種 の帯電防止剤 のみで処理

した糸は，比抵抗値は小で あるが,｡動 まさつ係数は原 糸

より大 となり，糸 の可縫性 は高 められ ない。


